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立春とは名ばかりの寒い日が続きますが、皆様いかがお過ごしでしょうか？ 

今年度、田子浦地区まちづくり検討会では、都市計画マスタープランに基づく地区別計

画として、｢田子浦地区まちづくり計画｣の策定作業を進めています。 

『田子浦地区まちづくりニュース 第２号』では、１０月７日(土)に開催された第４回

検討会（復興まちづくり訓練）、１１月２日(木)に開催された第５回検討会、１２月４日(月)

に開催された第６回検討会の内容について、皆さんにお知らせいたします。 

 第４回検討会を開催しました （１０月７日(土) 開催）   

TAGO

■住民の皆様へ 

本検討会では、今後、子どもや孫の世代のためにも、本地区がより良いまちとなるための協議・

検討を進めてまいります。検討会や、計画策定に関するご質問やご意見等については、下記までお

寄せください。 

富士市 都市整備部 都市計画課 

ＴＥＬ：55-2786 ＦＡＸ：51-0475 Mail：toshikei@div.city.fuji.shizuoka.jp 

回覧 

復興まちづくり訓練とは 

「自分達のまちが被災したら、どのような被害が発生し、復興をどう進めるか」につい

て、発災前から市民・事業者・行政が協働で考える取り組みの一つで、災害を想定して

復興を模擬体験する訓練です。 

訓練の目的 

大規模な地震・震災の発生を想定し、復興に向けて何をすべきかを事前に考えること

により、地域住民の意識啓発を図ることを目的としています。 

訓練の内容 

大規模地震の発生により、家屋など多くの建物が倒壊・延焼するとともに、道路・電

気・ガス・水道などのライフラインが遮断されたと想定した上で、発災直後から被災者

の状況について時系列でイメージし、生活・住宅再建に向けて自分たちがやれること、

事前にやっておくべきことや考えておくべきことについて検討しました。 

－ １ － － ４ － 

第４回検討会では、復興まちづくり訓練を実施しました。 

復興まちづくり訓練では、田子浦地区における災害リスクを確認した後、大規模な地震・震

災を想定し、「自分ならどうする？どう考える？」を挙げていき、「被害を最小限に食い止める

ための事前の取組」について、意見を出し合いました。 

訓練の様子

※表中の赤・青枠線内は得票数が多かったもの、星印内はその順位となります。 

青少年育成事業 1 地域
地域教育連絡協議会 1 地域
県下一斉パトロール＜強化＞ 2 協働

各区の行事への参加＜強化＞（どんどん焼
き・ラジオ体操・お祭り）

25 地域

田子浦っ子祭り 6 地域

子ども会行事＜充実＞（ドッジボール大
会・子ども体験作文発表会）

7 地域

子どもがいない人も参加できる環境づくり
を行なう

15 地域

婚活事業の推進を図る 3 協働

雇用機会の創出を図る 10 協働

地域の実状に応じた保育園、幼稚園の適正
配置を図り、子育て支援機能を充実化する

14 行政

空き家の貸与制度の検討を行なう 8 行政

耕作放棄地活用の促進を図る 7 協働

家庭ゴミの出し方ルールの啓発＜強化＞ 6 地域

ポイ捨てへの対策を推進する 6 協働

工場から出る騒音に対する住宅地への配慮を促す 2 協働

新富士駅の利便性向上、駅を中心としたま
ちづくりの推進を図る

24 協働

新富士駅周辺で市民が清掃する体制づくり
を推進する 5 地域

ふじさんめっせ周辺の渋滞対策の推進を図
る

10 行政

新富士駅と富士駅・市全体へのアクセスを
改善する

20 行政

公共交通の利便性向上を図る 9 行政

新たな移動手法を検討する 6 協働

しおかぜを積極的に活用する 6 協働

みなと公園等にコミュニティバスの停留所
をつくりアクセスを改善する 8 協働

田子の浦港周辺とみなと公園の整備による
観光産業の強化を図る

26 協働

しらす街道を利用した地域活性化の促進を
図る

8 協働

市のホームページで田子浦地区の情報を充実化する 2 協働

おもてなしの心の育成を図る 1 地域

クリーン作戦 5 地域

春堀り 3 協働

環境整備策定委員会事業＜強化＞ 2 協働

公園の清掃等 6 地域
保安林の下草刈り 9 協働

松苗木の植樹 13 協働

ハイキングロードを整備する 11 協働

富士山への
眺望の

保全・活用
7 富士山への眺望の保全と活用を推進する 13 協働

敬老会＜継続・見直し＞ 6 協働
高齢者からの要望アンケートを実施する 7 地域

高齢者が気軽に集まれる居場所づくりを行
なう

11 地域

地域の福祉関連活動の活性化を図る 4 協働
ふれあい昼食会 2 地域
ふれあい配食 1 地域
声かけ運動＜新規＞ 5 地域
町内対抗グラウンドゴルフ大会＜新規＞ 4 地域
福祉に関する講座 1 協働
様々な障害をもった人や外国人のコミュニ
ティ活動を支援する

9 協働

要支援者リストの作成・共有化を図る 5 協働

みなと祭り＜継続・見直し＞ 24 地域

地区文化祭 11 地域

伝統行事への参加促進＜強化＞ 6 地域
民族芸能披露の場の確保 1 地域

多世代が参加できるイベントの企画と継続
による伝統化を推進する

10 地域

製紙文化の学習や工場見学の機会を創出す
る 6 協働

陶芸教室 0 地域

文化的活動サークルを作る 3 地域

地場産品を利用した食育を考えて地域活性を図る 4 協働
小中学校で田子浦地区の歴史について学ぶ 7 協働
各町内の青年団の交流機会を作る 3 地域

地域活動のメンバーを増員し、適切な引継
ぎを行ない、会の充実を図る 4 地域

田子浦の郷土史を広める 8 協働
広報誌の発行・回覧を行なう 1 地域
PR掲示板を設置する 3 協働
まちづくり協議会HPに各地区の宣伝情報を
掲載するなど、ＩＴを活用した情報共有を
図る

7 地域

内容
実施
主体優先度投票結果 合計 優先度投票結果 合計

青
少
年
育
成

田子浦っ子をみ
んなで目配りし

育てるまち
①青少年の見守り

見守り体制の
構築

4

まちづくりの目標
（まちづくり行動計画
「地域活動の目標」）

まちづくりの
方針

項目

行事による
青少年との
交流促進

25

空き家・
空き地の活用

9

環
境
（

住
環
境
・
地
域
資
源
）

みんなが環境に
配慮しきれいに

するまち

①人口減少に対応
したまちづくり

定住の促進 14

②快適な住環境を
守るルールづくり

快適な住環境
を守るルール

づくり
9

③新富士駅周辺の
拠点性の強化

新富士駅の
利便性向上

19

新富士駅周辺
へのアクセス

性の向上

⑤観光交流の推進

田子の浦港・
しらす街道・
みなと公園の

活用

22

18

④コミュニティ交
通の利便性の

確保･向上

公共交通体系
の再編

8

地域PRの
促進

3

コミュニティ
交通の

活用促進
5

⑥地域資源・
自然環境の
保全・活用

地域住民によ
る地域資源・
自然環境の保

全・活用

6

福
祉

困っている人を
みんなで支え合

い、
助け合うまち

①様々な人にやさ
しいまちづくり

高齢者の生活
環境の維持・

向上
9

⑦富士山・松林等
の田子浦らしい景
観の保全・活用

松林の保全・
活用

17

多様性のある
地域づくり

8

地域コミュニ
ティの活性化

10

地域における
学びの場の

創出
6

祭事の企画・
参加促進 26

②地域活動の
活性化

地域活動の
活性化

9

①歴史・文化の
活用文

化
教
養

みんなが郷土愛
を持ち文化を高

めるまち

③地域のPR活動
促進

地域PR活動
の促進

9

３

２

１

２

３

３



■常葉大学社会環境学部池田教授にご講義いただきました。 

第４回検討会において「復興まちづくり訓練」を行うにあたり、

復興まちづくりの専門家である常葉大学社会環境学部池田教授

をお招きし、「事前復興の必要性と復興まちづくり訓練の概要」

についてご講義いただきました。 

講義では、阪神・淡路大震災や東日本大震災の事例をもとに、

復興まちづくりを円滑に進めるためには、発災前から準備を進め

ることが大切であることを伝えていただきました。 

 第４回検討会を開催しました （１０月７日(土) 開催）  ～つづき～  第５回検討会（１１月２日(木) ）、第６回検討会（１２月４日(月) ）を開催しました 

第５回、第６回検討会は「田子浦地区のこれからを考えよう」をテーマにワークショップを行い

ました。 

第５回検討会では、まちづくりの目標と方針について確認し、田子浦地区まちづくり計画を実現

するために「求められる取組」について考えました。 

第６回検討会では、「取組の優先度」と「実施主体」について検討していきました。 

～災害が起こった時に必要になるり災証明書ってなに？～ 

り災証明書は、災害によって住居が被害を受けた場合、市町村が被災状況等の現地調査等を行い、

確認した事実に基づき発行する証明書です。税制の優遇を受けたり、仮設住宅に入るために必要と

なったりします。 

※検討会意見抜粋 
被害を最小限に食い止めるために、事前に知っておくべき具体的な取り組みは？ 

防災ひとくちメモ

－ ３ － － ２ － 

学校体育館の借用、開放＜継続・ＰＲ強化
＞ 8 協働

レクリエーションサークルの推進、グルー
プ形成の支援を図る 6 地域

運動意識の習慣化を図る 10 地域

地区体育祭＜継続・充実＞ 17 地域

父親ソフトボール大会（ソフトボールクラ
ブの運営）

1 地域

みなとマラソン 11 地域

ウォーキングイベント＜新規＞ 12 地域

多世代型ゲームイベントを開催する 7 地域

還暦・古希のスポーツ大会を開催する 3 協働

健康増進に
関する講座

1 健康関連講座 5 協働

健康診断の
受診PR

2 検診ＰＲ＜強化＞ 2 協働

健康増進に
関する活動 11 ラジオ体操の推進を図る 11 地域

自宅の防災対策の推進を図る 13 地域

避難路のブロック塀を生け垣にする 7 協働

避難所への案内看板を設置する 8 協働

津波浸水対策を強化する 9 行政

自主防災会連絡会議の開催＜新規＞ 8 地域

各自主防災会で連携した地域防災訓練、津
波避難訓練の実施＜充実＞

13 地域

避難所運営マニュアルの作成と訓練体制の
確立＜新規＞

21 協働

春夏の住宅査察、防火の広報 1 協働
年末年始の夜警 3 地域

避難場所、避難経路を把握する 9 地域

情報入手方法を明確化する 4 地域

備蓄や災害時のルール作りなど災害対策を
進める

11 地域

災害時の自動販売機解放の協定を拡充する 2 行政

みなし仮設となる賃貸物件と空き家のリス
トを作成する 8 協働

ボランティア団体の基礎を作る 7 協働

行政との協力体制を構築する 6 協働

心のメンテナンス体制を作る 0 行政

各種申請のための関係行政窓口の手続きを確認する 2 協働

地域で防災について考える機会をつくり、
まちづくりのルール化を進める

7 協働

一時避難所の拡充や被災後の学校の継続な
ど、災害に強いまちづくりを進める

14 行政

生活道路・狭隘道路の整備を推進する 18 行政

海岸に自転車専用道路を整備する 6 行政
主要道路の無電柱化、バリアフリー化を推
進する 9 行政

地域連携によ
る維持管理

2 生活道路の管理パトロールを実施する 2 協働

地域連携によ
る防犯体制の

強化
2 青色回転灯パトロール 2 協働

地域のLED電灯化＜強化・拡大＞ 10 協働

細い道路や地下道への街灯を増設、また地
下道や危険個所へ防犯カメラを設置する

13 行政

住民への交通ルール教育を実施する 7 協働
交通安全呼びかけを定期的に実施する 3 地域
警察による街頭警備の強化を図り、定期警
邏を実施する。 3 行政

道路安全施設の整備を推進する 6 行政

ゾーン30の設定・拡大を図る 2 協働

通学路の見守
り体制の強化

7 通学路の見守りを継続・常時化する 7 地域

通学路の安全対策を強化する 12 地域

通学路の安全整備を推進する 12 行政

通学路におけ
るルール
づくり

6 通学路の交通規制の強化・周知を図る 12 協働

④通学路の安全性
の確保

通学路の安全
を確保する

整備
17

②地域防犯体制の
強化

防犯施設の
設置 15

③交通ルールの
順守

交通ルールの
周知・徹底

9

安全な通行
環境の維持

6

安
全

みんなが協力し
て安全・安心を

守るまち

①生活道路の
整備・

維持管理

円滑な通行環
境を確保する
ための整備

18

③事前復興
まちづくり

被災後の活動
のための
事前取組

11

復興まちづく
りのための

取組
12

円滑な避難の
ための

事前取組
8

公共の場に
おける取組

13

防
災

いざというとき
（災害時）に

みんなで迅速に
対応できるまち

①地震・防災対策
(ハード面)の推進

自宅における
取組

10

②地震・防災対策
(ソフト面)の推進

地域連携
による
防災・

防犯対策

25

被災後生活の
ための

事前取組
10

イベント的な
取組

29

実施
主体優先度投票結果 合計 優先度投票結果 合計

保
健
体
育

みんなが健康を
意識して楽しく

暮らすまち

①運動・
レクリエーション

の機会の創出

日常的な取組 14

まちづくりの目標
（まちづくり行動計画
「地域活動の目標」）

まちづくりの
方針

項目 内容

②健康増進に
関する取組の

推進

１

３

取組の主体

具体的な取組 
住民・地域が主体 住民・地域と行政が協働 行政が主体 

ハ
ー
ド
対
策

災害 による 被

害 そ の も の を

減 ら す た め の

事前の取組 

●避難の円滑化 

・家具固定について、地域全体

へ拡充する 

・自宅の耐震対策をする

●避難後の生活環境の確保 

・井戸を活用する 

・ラジオを用意する 

・アウトドア用品を充実させる

●避難の円滑化 

・ブロック塀を生け垣に変えてい

く(援助制度を作る) 

・人通りの多い所に避難所の場所

を案内する看板を設置する 

・浸水域の区には避難タワーを設

置する 

●避難後の生活環境の確保 

・事前準備を徹底する(トイレ、

水、飲料 燃料)  

●避難の円滑化 

・道路を拡幅する  

●避難後の生活環境の確保 

・携帯基地局をつくるために

協定を結ぶ 

ソ
フ
ト
対
策

災害が発生し

ても適切な対

応や行動がで

きるよう、防災

意識を啓発す

る ための 事前

の取組 

●避難の円滑化 
・集合場所を確認する 
・避難方法や経路を確認する 
●地域の協力体制の構築 

・地区住民の連携を密にしてお

く 
●避難後の生活環境の確保 
・自宅の備蓄物の確認と用意を

する（避難時持出品の確認）

●避難の円滑化 

・避難所の増加を要望する 
●避難後の生活環境の確保 

・空き家を活用する 

・情報入手の訓練を行ない、情報

入手方法も明確化しておく 

●避難の円滑化 

・ブロック塀等の補助を周知

する(広報など)   
●避難後の生活環境の確保 
・食料、飲料水を備蓄する 
・避難物資を一括で受け入れす

る場所を設定する

被災後の「復興

まちづくり」に

関し、事前に考

えたり、決めた

りしておくべき

取組 

●生活再建の円滑化 
・スマホ/デジカメを準備する

（被災状況を記録に残す） 
・行政の窓口を確認する 
●地域の協力体制の構築 

・近隣の人たちと会話を多くで

きる環境をつくる 

●生活再建の円滑化 
・みなし仮設となりうる賃借住宅

をリストアップする 

・保育園を避難所として転用する
●地域の協力体制の構築 
・自主防災組織において、地域に

合った部会を育てる 
・事前に復興を担う体制を考えて

おく 
●災害に強い住環境の創出 

・地域におけるまちづくりルール

を考えておく 

●生活再建の円滑化 
・各種手続きを簡素化する 
●避難後の生活環境の確保 
・心のメンテナンス体制を作

る 

・災害に強い地域まちづくり

を行なう 
●災害に強い住環境の創出 
・復興計画策定の体制やプロ

セスを把握し、事前作成して
おく 


